
研究課題 

ニュージーランドと日本の食材の値段の比較 

私が調べようと思ったきっかけは、 ニュージーランドでお好み焼きを作ろうとした時に

現地のスーパーで売っているものはどのくらいの値段か気になったから。 

 

【調べ方】 

日本とニュージーランドのスーパーで身近な食材の値段と量を調べ、ニュージーランドで売

られていた単位に統一して表にまとめた。 

※一ドル＝100 円 

食材（量、数） NZ の値段(ドル) 日本の値段(ドル) 

牛乳（2L） ４ 5.2 

卵(10 個) 7 2 

食パン(5 枚) 1 2 

鮭(150g) 7.8 4.4 

豚肉(1kg) 10 32 

鶏肉(1kg) 15 14 

牛肉(1kg) 20 60 

オリーブオイル(1L) 27 32 

チーズ(1kg) 11 30 

トマト(1kg) 10 5.5 

ジャガイモ(1kg) 3 4 

リンゴ(1kg) 2 8.5 

カボチャ(1 個) 3 8.7 

人参(1kg) 2.5 4 

ソーセージ(1kg) 9 20 



【調べて分かったこと】 

・11 品目は日本の方が高く最も高かったのは豚肉、牛肉、リンゴだった 

・日本は食材が適当な量や重さで個包装に売られているものが多いが、ニュージーランドは

欲しい量だけ取って袋に詰めて量り売りにすることが多かった 

【感想】 

日本とニュージーランドではスーパーの規模や売り方に違いがあって面白かった。また、個

包装ではなく自分が欲しい量だけ買うことができるのはフードロスを防ぐことができたり

無駄な包装の袋を使わないことができたりするのでとても環境にやさしいと思った。

 

 


